
〈HP〉http://www.nskk.org/osaka/index.htm 　〈e-mail〉office.osaka@nskk.org

発行責任者
教務局長 司祭 山本 眞

〒545-0053
大阪市阿倍野区

松崎町2-1-8
TEL 06-6621-2179
FAX 06-6621-3097

日本聖公会
大阪教区教務局

第454号  2017年4月23日発行

主
は
わ
た
し
に
、
そ
の
周
囲

を
行
き
巡
ら
せ
た
。
見
る
と
、

谷
の
上
に
は
非
常
に
多
く
の
骨

が
あ
り
、
ま
た
見
る
と
、
そ
れ

ら
は
甚
だ
し
く
枯
れ
て
い
た
。

そ
の
と
き
、
主
は
わ
た
し
に
言

わ
れ
た
。「
人
の
子
よ
、
こ
れ

ら
の
骨
は
生
き
返
る
こ
と
が
で

き
る
か
。」
わ
た
し
は
答
え
た
。

「
主
な
る
神
よ
。
あ
な
た
の
み

が
ご
存
じ
で
す
。」

（
エ
ゼ
キ
エ
ル
37
：
２
～
３
）

預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
は
、
紀

元
前
５
９
７
年
、
多
く
の
ユ
ダ

ヤ
の
民
と
共
に
、
無
理
や
り
バ

ビ
ロ
ン
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し

た
。
民
の
精
神
的
主
柱
で
あ
っ

た
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
は
破
壊

さ
れ
、
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
と
い
う

大
苦
難
が
民
を
襲
い
ま
し
た
。

こ
の
大
苦
難
の
中
で
、
エ
ゼ
キ

エ
ル
は
神
か
ら
の
召
し
出
し
を

受
け
ま
し
た
。
神
は
エ
ゼ
キ
エ

ル
に
食
べ
物
と
し
て
巻
物
を
与

え
、
彼
は
そ
れ
を
食
べ
ま
し
た

（
３
：
１
～
３
）。
神
か
ら
託
さ

れ
た
言
葉
が
、
彼
の
内
面
か
ら

わ
き
出
て
行
き
ま
す
。
彼
は
何

度
も
幻
を
見
ま
す
。
召
命
の
時

も
天
か
ら
眩
し
い
発
光
体
が
着

陸
し
、
中
か
ら
輪
の
よ
う
な
不

思
議
な
乗
り
物
に
乗
っ
た
人
間
、

獅
子
、
牛
、
鷲
の
４
つ
の
顔
を

持
つ
生
き
物
が
出
て
く
る
の
を

見
ま
す
（
１
：
４
以
下
）。
後

に
こ
れ
ら
は
福
音
記
者
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
な
り
ま
す
。
あ
ま
り

に
幻
想
的
な
場
面
な
の
で
、
Ｓ

Ｆ
フ
ァ
ン
か
ら
は
、
人
類
最
初

の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
例
な
の
で
は

と
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。
彼
の
見
る
幻
、

そ
れ
は
神
か
ら
託
さ
れ
た
言
葉

の
表
出
で
し
た
。
そ
の
代
表
的

な
幻
が
「
枯
れ
た
骨
の
復
活
」

で
す
。

エ
ゼ
キ
エ
ル
は
枯
れ
た
骨
が
、

神
か
ら
託
さ
れ
た
言
葉
に
よ
っ

て
、
つ
な
が
り
合
い
、
そ
の
上

に
肉
が
生
じ
、
非
常
に
大
き
な

集
団
と
し
て
生
き
返
る
の
を
見

人
々
、
孤
独
に
置
か
れ
て
い
る

人
々
に
満
た
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

人
は
生
き
生
き
と
し
た
自
分
を

失
い
、
核
と
な
る
も
の
を
見
失

っ
て
い
ま
す
。
枯
れ
た
骨
の
よ

う
に
自
分
自
身
の
中
で
、
何
も

か
も
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
現
代
社

会
の
今
の
私
た
ち
の
状
況
に
つ

な
が
る
場
面
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
の
教
会
の
状
況
に
も

つ
な
が
る
場
面
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

そ
こ
に
神
の
命
の
息
が
吹
き

込
ま
れ
た
時
（
37
：
５
・
９
）、

人
々
は
生
き
生
き
し
た
人
へ
と

変
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

幻
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
復

活
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
幻

は
聖
霊
降
臨
・
ペ
ン
テ
コ
ス
テ

の
出
来
事
を
預
言
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
み
言
葉
を
食
べ
る

ほ
ど
聴
く
時
、
神
の
命
の
風
が

私
た
ち
の
中
に
吹
き
込
む
こ
と

を
祈
り
求
め
る
時
、
教
会
の
再

生
が
始
ま
り
ま
す
。
枯
れ
た
骨

よ
、
復
活
せ
よ
！

（
い
そ　
は
る
ひ
さ
・
大
阪
教
区

主
教
）

ま
す
。
黒
人
霊
歌
「
ド
ラ
イ
・

ボ
ー
ン
」
で
も
有
名
な
場
面
で

す
。
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
に
代
表
さ

れ
る
一
見
再
生
不
可
能
に
見
え

る
状
況
が
、
神
の
力
に
よ
っ
て

再
生
可
能
に
な
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

神
の
命
の
霊
（
37
：
10
）
が
、

生
気
を
失
っ
た
人
々
、
抑
圧
さ

れ
、
散
ら
さ
れ
、
渇
い
て
い
る

枯
れ
た
骨
よ
、

　
　復
活
せ
よ

枯
れ
た
骨
よ
、

　
　復
活
せ
よ

主
教
　ア
ン
デ
レ
　磯
　晴
久

主
教
　ア
ン
デ
レ
　磯
　晴
久
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第
118
〔
臨
時
〕
教
区
会
が
3
月

19
日（
日
）午
後
３
時
か
ら
大
阪
教

区
主
教
座
聖
堂（
川
口
基
督
教
会
）

の
会
館
３
階
で
開
か
れ
た
。
議
案

取
扱
委
員
な
ど
、
教
区
会
に
お
け

る
諸
委
員
の
指
名
に
続
い
て
議

員
・
代
議
員
の
点
呼
が
行
わ
れ
た

後
、
議
長
で
あ
る
磯 

晴
久
主
教

か
ら
開
会
が
宣
言
さ
れ
た
。
議
会

別
積
立
金
」
に
繰
り
入
れ
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
３
号
「
教
会
名
変
更
の

件
」（
提
出
者
：
守
口
復
活
教
会 

教
会
委
員
会
）。
創
立
65
周
年
に

際
し
て
、「
守
口
復
活
教
会
」
の

教
会
名
を
「
守
口
聖
オ
ー
ガ
ス
テ

ィ
ン
教
会
」
に
名
称
変
更
す
る
こ

と
を
承
認
す
る
こ
と
。

提
案
理
由
：
守
口
復
活
教
会
の

教
勢
は
年
々
減
少
し
、
２
０
１
６

年
度
か
ら
牧
会
補
助
金
を
受
け
る

ま
で
に
低
迷
し
て
い
る
。
し
か
し

現
在
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に

あ
り
な
が
ら
も
、
新
し
く
赴
任
し

た
教
役
者
と
共
に
教
会
員
が
一
致

団
結
し
宣
教
活
動
に
励
も
う
と
す

る
機
運
が
芽
生
え
て
い
る
。
当
教

会
は
２
０
１
７
年
5
月
に
創
立
65

周
年
を
迎
え
る
が
、
こ
の
記
念
日

を
契
機
に
新
し
い
教
会
名
で
の
再

度
の
出
発
を
と
願
っ
て
い
る
次
第

で
あ
る
。
新
名
称
と
な
る
聖
オ
ー

ガ
ス
テ
ィ
ン
は
、
初
代
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
主
教
の
由
緒
あ
る
名
前
で

あ
り
、
か
つ
守
口
復
活
教
会
の
初

は
議
長
に
よ
る
開
会
祈
祷
、
開
会

演
説
、
議
案
審
議
へ
と
滞
り
な
く

進
行
し
、
予
定
よ
り
15
分
早
い
午

後
4
時
45
分
に
閉
会
が
宣
言
さ
れ

た
。
当
日
の
書
記
は
松
平
功
司
祭
、

奥
村
貴
充
司
祭
。
補
助
書
記
は
金

山
将
司
聖
職
候
補
生
。

議
案
は
下
記
の
３
つ
あ
り
、
全

て
可
決
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
２
０
１
６
年
度

日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
決
算
承
認

の
件
」（
提
出
者
：
財
務
委
員
会
）。

財
務
委
員
か
ら
、
予
算
額
４
，
３

０
０
万
円
の
と
こ
ろ
支
出
決
算
額

は
３
８
，
７
７
８
，
４
４
４
円
と

90
・
18
％
に
減
額
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
、
２
０
１
６
年
度
の

大
阪
教
区
決
算
を
決
算
報
告
書
の

通
り
承
認
す
る
に
至
っ
た
。

議
案
第
２
号
「
２
０
１
６
年
度

日
本
聖
公
会
大
阪
教
区
一
般
会
計

収
支
余
剰
金
処
理
の
件
」（
提
出

者：財
務
委
員
会
）。
余
剰
金
は
３
，

８
３
０
，
０
６
８
円
で
、
財
務
委

員
か
ら
の
簡
単
な
説
明
の
後
、
上

記
一
般
会
計
収
支
余
剰
金
を
「
特

代
牧
師
、
芦
澤
光
雄
司
祭
の
教
名

で
も
あ
り
、
聖
公
会
と
し
て
、
か

つ
、
守
口
復
活
教
会
と
し
て
の
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
想
起
で
き
得
る
教
会
名
で

あ
る
と
信
じ
る
。
な
お
、
こ
の
議

案
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
10

月
16
日
に
行
わ
れ
た
〔
臨
時
〕
受

聖
餐
者
総
会
に
お
い
て
、
受
聖
餐

者
38
人
中
、
33
人
の
賛
成
を
得
て

承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
議
案
は
、
先
の
〔
定
期
〕

教
区
会
に
お
い
て
“
議
長
預
か

り
”
と
な
り
採
決
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
、
今
回
で
２
度
目
の
提
出
と

な
る
。
議
案
に
つ
い
て
守
口
復
活

教
会
の
代
議
員
か
ら
説
明
が
あ
り
、

同
教
会
の
変
革
の
必
要
性
と
教
会

員
の
一
致
団
結
に
よ
る
進
歩
的
な

宣
教
の
決
意
が
訴
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
議
長
か
ら
は
“
議
長
預
か

り
”
の
後
、
２
度
に
わ
た
り
守
口

に
足
を
運
び
、
教
会
委
員
の
意
見

を
聞
く
な
ど
、
教
会
の
人
々
が
名

称
変
更
を
望
ん
で
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

採
決
は
、
議
員
・
代
議
員
51
人
中
、

33
人
の
賛
成
、
14
人
の
反
対
で
過

半
数
を
超
え
、
可
決
さ
れ
た
。

（
大
阪
教
区
報
編
集
部
）

ペンテコステ・ヴィジルペンテコステ・ヴィジル

2017 年  6 月３日（土）
17:00-18:00

日本福音ルーテル 大阪教会
大阪市中央区谷町 3-1-6　電話 06-6941-3067
地下鉄 谷町四丁目駅 1B 出口より 徒歩 3 分

主催　聖霊降臨日 前夕の礼拝 実行委員会
後援　大阪キリスト教連合会

説　教　越川 弘英 牧師（同志社大学神学部教授）
司　式　大柴 譲治 牧師（日本福音ルーテル教会）
補　式　カトリック大阪大司教区、日本基督教団、

日本聖公会、日本福音ルーテル教会

日　時

場　所

第11回 聖霊降臨日 前夕の礼拝

第118〔臨時〕
教 区 会

２
０
１
６
年
度
教
区
決
算
関
連
の
議
案
を
可
決

新
教
会
名
「
守
口
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会
」を
承
認
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３
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
、
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会
に
お
い

て
、
大
阪
教
区
宣
教
部　

礼
拝
・

音
楽
委
員
会
主
催
の
東
日
本
大
震

災
６
年
記
念
聖
餐
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
東
日
本
大
震
災
を

憶
え
る
と
と
も
に
、
世
界
各
地
の

自
然
災
害
の
被
災
者
を
憶
え
て
祈

り
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
司
式

は
磯
晴
久
主
教
、
説
教
は
前
沖
縄

教
区
主
教
の
谷
昌
二
主
教
、
出
席

者
は
54
人
で
し
た
。

谷
主
教
は
２
０
１
２
年
７
月
か

ら
福
島
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
に
常
駐

さ
れ
た
経
験
か
ら
、
福
島
の
状
況

や
原
発
の
問
題
に
無
関
心
で
あ
る

こ
と
に
危
機
感
を
も
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
れ
は
沖
縄
の
問
題
に
も
通

じ
る
こ
と
で
あ
る
と
、
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
御
言
葉
を

行
う
人
に
な
り
な
さ
い
。」（
ヤ
コ

ブ
１
：
22
）
と
い
う
聖
書
の
言
葉

を
取
り
上
げ
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
、
と
も
に
歩
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
谷

主
教
が
現
地
で
聞
い
た
「
忘
れ
去

ら
れ
る
の
が
一
番
つ
ら
い
、
来
て

く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
い
う

言
葉
が
胸
を
打
ち
ま
す
。
私
た
ち

に
必
要
な
こ
と
は
、
自
分
の
問
題

と
し
て
受
け
と
め
、
共
に
歩
む
気

持
ち
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

説
教
に
引
き
続
き
詩
編
第
46
編

を
唱
え
て
黙
祷
を
行
い
、
２
時
46

分
か
ら
３
分
間
点
鐘
し
て
、
各
自

が
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
聖
餐

式
の
終
了
後
は
特
に
懇
談
会
な
ど

は
行
わ
ず
に
、
各
自
が
思
い
を
め

ぐ
ら
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
こ

と
も
、
こ
の
日
の
趣
旨
に
か
な
っ

て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。
な
お
、

当
日
の
信
施
金
５
３
，
７
０
０
円

は
小
名
浜
聖
テ
モ
テ
幼
稚
園
の
室

内
遊
具
購
入
の
た
め
に
献
げ
ら
れ

ま
し
た
。

（
う
つ
み　
り
ょ
う
す
け
・
川
口

基
督
教
会
信
徒
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年ペ

テ
ロ
　内
海
良
輔

記
念
聖
餐
式
を
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会
で

「特別協働教区」関係発足記念

2017 年５月５日（金・休）13：00～

京都教区主教座聖堂（聖アグネス教会）
〒602-8011　京都市上京区烏丸通下立売角
※駐車スペースが限られておりますので、
　公共の交通機関をご利用ください。

主催：大阪教区・京都教区特別協働教区運営委員会
協力：大阪教区宣教部 礼拝・音楽委員会
　　　京都教区宣教局 礼拝部
お問い合わせは各教区事務所にお願いいたします。
　　　（大阪は 06-6621-2179）

司　式　ステパノ　高地　敬 主教（京都教区）

　　　　アンデレ　磯　晴久 主教（大阪教区）

説　教　サムエル　大西　修 主教
（前大阪教区主教・前教区間協働担当主教）

日 時

場 所

大阪教区・京都教区合同礼拝大阪教区・京都教区合同礼拝
～ 聖餐式・協定調印式～ 第２報

わたしたちは神のために力を合わせて働く者であり、
あなたがたは神の畑　神の建物なのです。

（コリントの信徒への手紙Ⅰ第 3 章 9 節）

礼拝後、平安女学院の「明治館」にて、ささやかなお茶とお菓子の
用意があります。「明治館」は、1892年、照闇女学校（平安女学
院の前身）が川口居留地から京都移転の際に建てられた最初の校舎
で、当時英国で大流行していた「クイーンアン・スタイル」という建
築様式で建てられています。現在、国の登録有形文化財であり、こ
の様式で残存しているのは、「明治館」だけと言われています。歴史
の香りの中でおくつろぎください。

説
教
を
さ
れ
る
谷
昌
二
主
教



大　阪　教　区　報 2017年4月23日　（4）第 454 号

京
都
教
区
と
大
阪
教
区
合
同
の

聖
職
養
成
委
員
会
主
催
「
春
の
セ

ミ
ナ
ー
」
が
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

を
会
場
に
し
て
、３
月
30
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
は
執

事
、
聖
職
候
補
生
、
神
学
生
で
、

人
事
異
動
の
対
象
者
や
施
設
関
連

の
年
度
末
の
ゆ
え
に
、
残
念
な
が

ら
欠
席
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
大

阪
教
区
の
対
象
者

は
全
員
参
加
で
き

ま
し
た
。

礼
拝
堂
で
の
朝

の
礼
拝
の
後
、
会

館
に
移
っ
て
養
成

委
員
の
ス
タ
ッ
フ

も
一
緒
に
「
今
の

自
分
を
見
詰
め
直

す
」
作
業
と
そ
れ

を「
分
か
ち
合
う
」

時
を
持
ち
ま
し
た
。

昼
の
祈
り
と
昼
食

の
後
は
、
石
垣
進

執
事
と
成
岡
宏
晃

執
事
に
よ
る
「
現

場
に
遣
わ
さ
れ
て

様
々
な
体
験
を
し

て
き
た
執
事
の
思

い
」
を
聴
き
ま
し

た
。
石
垣
執
事
は

翌
日
を
も
っ
て
定

年
退
職
と
い
う
立

場
で
す
が
、
に
も

か
か
わ
ら
ず
な
お

聖 職 養 成
委員会 主催

司
祭
　施
洗
者
ヨ
ハ
ネ
　山
本
　眞

京
都
・
大
阪
合
同
の

「
春
の
セ
ミ
ナ
ー
」開
か
れ
る

も
嘱
託
と
し
て
「
仕
え
る
」
道
を

歩
む
決
意
を
披
歴
さ
れ
、
成
岡
執

事
は
「
中
学
校
・
高
等
学
校
チ
ャ

プ
レ
ン
」
で
あ
り
な
が
ら
、
地
域

に
仕
え
る
教
会
の
「
牧
師
」
で
も

あ
る
、
働
き
の
多
様
性
の
中
で
の

喜
び
と
苦
し
み
に
触
れ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
た
賜

物
を
思
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

与
え
ら
れ
る
お
導
き
と
お
恵
み
に

感
謝
す
る
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
礼
拝
堂
で
夕
の
礼
拝

を
持
ち
、
磯
主
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
へ
と
戻
り
ま
し
た
。
主
催
者
は
、

桜
満
開
の
中
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
期

待
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
お
花
見
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
や
ま
も
と　
ま
こ
と
・
大
阪
教

区
聖
職
養
成
委
員
会・委
員
長
）

公　　　示

主教 アンデレ 磯　晴久 2017年4月1日から 7月31日まで司祭 マルチン 韓相敦
の休暇中、高槻聖マリヤ教会管理を委嘱する。

司祭 ペテロ 岩城　聰（退） 2017年4月1日から 7月31日まで主教 アンデレ 磯 晴久
のもと高槻聖マリヤ教会において嘱託司祭として主日勤務すること
を委嘱する。

救主降生２０１７年３月２０日
日本聖公会大阪教区主教
主教　アンデレ　磯　晴久

救主降生２０１７年４月１２日
日本聖公会大阪教区主教
主教　アンデレ　磯　晴久

─  記  ─

神のお許しがあれば、下記の通り聖職按手式を執行し、
執事　フランチェスコ　成　岡　宏　晃

を公会の司祭に叙任し、
聖職候補生　ペ テ ロ　 金　山　将　司

を公会の執事に叙任いたします。
主にある諸教会、兄弟姉妹の代祷をお願いいたします。
またご臨席いただければ幸甚に存じます。

下記の人事異動を発令いたします。

◇日　時　救主降生２０１７年５月３日（水・休）午前１０時３０分
◇式　場　大阪教区主教座聖堂（川口基督教会）

〒550-0021 大阪市西区川口１丁目３番８号　☎06-6581-5061

◇司式者　主教　アンデレ 磯 　 晴 久
◇説教者　司祭　パウロ 　佐々木道人（東京教区･聖公会神学院校長）

◇式典長　司祭　テモテ 　内 田 　 望
※祭色は「白」を用います。
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去
る
３
月
７

日
ア
ブ
ラ
ハ
ム

植
松
従
爾
主
教
は
、
神
様
の
御

手
に
抱
か
れ
る
よ
う
に
、
天
の

国
へ
と
凱
旋
な
さ
い
ま
し
た
。

中
部
教
区
で
10
年
間
主
教
と
し

て
奉
職
さ
れ
、
定
年
退
職
後
大

阪
に
居
を
構
え
ら
れ
、
30
年
あ

ま
り
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
100

歳
と
77
日
で
し
た
。
故
人
と
ご

家
族
の
希
望
に
よ
り
、
７
日
の

夜
午
後
８
時
か
ら
恵
我
之
荘
聖

少
々
が
っ
か
り
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
し
て
嬉
し
そ

う
に
ス
ト
ー
ル
を
た
す
き
掛
け
に

し
、
楽
し
そ
う
に
デ
ィ
ー
コ
ン
パ

ー
ト
を
担
っ
て
く
だ
さ
る
姿
が
、

今
も
浮
か
ん
で
参
り
ま
す
。
お
会

い
す
る
度
に
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

と
し
て
、
謙
遜
で
悠
々
と
生
き
て

お
ら
れ
る
な
と
感
心
し
た
も
の
で

す
。
説
教
で
大
西
修
主
教
が
語
っ

て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
教
名
ア

ブ
ラ
ハ
ム
の
通
り
、
神
様
の
約
束

を
信
じ
、
ひ
た
す
ら
イ
エ
ス
様
を

見
つ
め
、
神
様
と
人
に
仕
え
る
道

マ
タ
イ
教
会
で
、
近
親
の
皆
様
を

中
心
に
葬
送
式
が
執
り
行
わ
れ
、

献
体
を
希
望
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、

ご
遺
体
は
式
後
受
け
入
れ
病
院
へ

と
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

私
が
恵
我
之
荘
聖
マ
タ
イ
教
会

の
牧
師
の
時
、
時
折
主
日
礼
拝
に

出
席
下
さ
り
、
し
め
し
め
説
教
を

お
願
い
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
ら
、

「
自
分
は
デ
ィ
ー
コ
ン
（
執
事
）

が
大
好
き
で
す
。
デ
ィ
ー
コ
ン
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
仰
っ
て
、

羊 だ
よ り

を
歩
ま
れ
た
方
で
し
た
。
ま

た
、
ど
ん
な
時
も
「
お
祈
り
し

ま
し
ょ
う
」
と
す
っ
と
立
ち
上

が
っ
て
、
お
祈
り
を
さ
れ
る
祈

り
の
人
で
し
た
。
私
の
よ
う
に

何
だ
か
毎
日
忙
し
く
バ
タ
バ
タ

し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、「
大

切
な
も
の
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
」
と
教
え
、
諭
し
て
く
だ
さ

る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
植
松

主
教
の
魂
の
平
安
と
喜
久
江
夫

人
の
た
め
に
ど
う
ぞ
お
祈
り
く

だ
さ
い
。

（
主
教 

ア
ン
デ
レ 

磯 

晴
久
）

主
教 

ア
ブ
ラ
ハ
ム 

植
松
従
爾
師
父
を
偲
ん
で

シ
リ
ー
ズ 

聖
公
会
関
連
施
設
紹
介 

│ 

⑮

 
チ
ャ
プ
レ
ン
　司
祭
　テ
モ
テ
　宮
嶋
　眞

桃

山

学

院

大

学

桃

山

学

院

大

学

創
立
１
９
５
９
（
昭
34
）
年
の

桃
山
学
院
大
学
は
、
和
泉
市
移
転

22
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
２
０
１

４
年
に
は
、
コ
ス
ト
コ
、
ら
ら
ぽ

ー
と
和
泉
な
ど
の
広
大
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
近
隣
に
開
業

し
、
学
生
の
大
切
な
ア
ル
バ
イ
ト

先
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
の
大
き

な
出
来
事
と
し
て
は
、
１
９
８
７

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
国
際
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

バ
リ
島
）
が
実
施
30
回
を
迎
え
た

こ
と
で
す
。
昨
年
8
月
ワ
ー
ク
キ

ャ
ン
プ
一
行
23
人
と
共
に
、
磯
晴

久
学
院
長
（
主
教
）
を
団
長
に
し

た
桃
山
学
院
大
学
代
表
団
が
現
地

を
訪
れ
、
第
30
回
キ
ャ
ン
プ
の
記

念
感
謝
礼
拝
を
行
い
ま
し
た
。
30

年
に
わ
た
っ
て
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
ブ
リ
ン
ビ
ン
サ
リ
村
の
方
々
も

多
数
参
列
し
て
喜
び
を
共
に
し
ま

し
た
。
ま
た
11
月
の
桃
山
祭
の
期

間
中
に
、
実
施
30
年
記
念
感
謝
礼

拝
、
報
告
会
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
を
大
学
チ
ャ
ペ
ル
に
て
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
30
年
に

わ
た
る
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
の
先
輩

た
ち
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
3

人
の
ゲ
ス
ト
の
方
も
合
わ
せ
て
150

人
余
り
が
集
い
、
大
同
窓
会
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
参
加
の
先
輩
た
ち
は
国
際
的
に

活
躍
す
る
人
も
多
く
、
ま
た
、
昨

年
は
Ａ
Ｃ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ア
ジ
ア
キ
リ

ス
ト
教
大
学
協
会
）
の
学
生
キ
ャ

ン
プ
に
こ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
キ
ャ

ン
プ
の
経
験
者
２
人
が
参
加
し
、

ア
ジ
ア
の
大
学
生
と
の
交
流
を
深

め
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
改
め
て

こ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
キ
ャ
ン
プ
が
、

学
生
た
ち
の
海
外
研
修
、
交
流
の

登
竜
門
と
し
て
、
世
界
市
民
養
成

の
大
切
な
体
験
の
場
と
し
て
活
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
桃
山
学
院
大
学
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
だ
っ
た
の
は
、
一

昨
年
来
、
プ
ー
ル
学
院
大
学
と
の

協
議
を
重
ね
て
き
た
、「
プ
ー
ル

学
院
大
学
教
育
学
部
を
継
承
し
、

桃
山
学
院
教
育
大
学
を
設
置
す

る
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

た
。
プ
ー
ル
学
院
泉
ヶ
丘
キ
ャ
ン

パ
ス
の
4
年
制
大
学
を
、
桃
山
が

引
継
ぎ
、
同
じ
場
所
で
、
２
０
１

８
年
4
月
か
ら
桃
山
学
院
教
育
大

学
が
出
発
す
る
予
定
で
す
。
大
阪

に
あ
る
聖
公
会
の
関
係
学
校
同
士

と
し
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
大

い
に
協
働
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
み
や
じ
ま　
ま
こ
と
・
京
都
教

区
聖
光
教
会
管
理
牧
師
）

現
地
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
豚
の

丸
焼
き
に
入
刀
す
る
石
田
副
学
長
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昨
年
の
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
続
い

て
、
今
年
も
前
川
裕
先
生
（
関
西

学
院
大
学
専
任
講
師
・
ウ
イ
リ
ア

ム
ス
神
学
館
教
授
）
の
聖
書
講
解

「
マ
タ
イ
福
音
書
の
声
を
聴
き
と

る
」
を
受
講
し
ま
し
た
。
前
川
先

生
の
講
義
は
入
門
講
座
で
分
か
り

や
す
く
、
し
か
も
緻
密
で
高
度
の

研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
レ

ま
す
。
受
講
者
は
熱
心
で
、
毎
回

信
仰
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め

る
質
問
な
ど
も
あ
り
、
充
実
し
た

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
教
会
奉
仕
者
の
た
め
の
学

び
」
は
２
０
１
０
年
に
開
講
さ

れ
、
私
は
7
年
間
に
全
12
講
座
を

受
講
し
ま
し
た
。
教
理
学
、
教
会

史
、礼
拝
学
、旧・新
約
聖
書
入
門
、

4
福
音
書
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
全
般

を
網
羅
す
る
講
座
で
し
た
。
大
阪

教
区
で
は
過
去
に
も
同
様
の
信
徒

教
育
が
あ
り
ま
し
た
。
信
徒
は
日

常
的
に
キ
リ
ス
ト
教
教
理
や
聖
書

の
深
い
理
解
に
触
れ
る
こ
と
は
少

な
い
の
が
現
実
で
、
信
徒
教
育
を

２
０
１
０
年
4
月
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
出
張
講
座
は
、
大
阪
聖
パ

ウ
ロ
教
会
を
会
場
に
ウ
イ
リ
ア
ム

ス
神
学
館
の
協
力
を
得
て
、
神
学

館
か
ら
講
師
を
招
き
、
年
10
回
の

講
座
で
し
た
。
年
毎
に
講
座
終
了

時
に
は
、
教
区
主
教
よ
り
「
修
了

証
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年

受
講
す
る
方
や
他
教
区
・
他
教
派

か
ら
受
講
す
る
方
な
ど
、
多
く
の

方
が
大
変
意
欲
的
に
こ
の
講
座
を

受
講
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

な
か
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

２
０
１
６
年
度
を
も
っ
て
こ
の
出

張
講
座
を
終
了
さ
せ
い
た
だ
き
ま

す
。
終
了
す
る
理
由
は
、
企
画
側

の
目
的
遂
行
の
努
力
不

足
に
よ
り
、
当
初
の
信

徒
訓
練
、
伝
道
師
育
成

の
目
的
が
薄
れ
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
す
。
窓
口

で
あ
る
生
涯
学
習
委
員

会
で
は
、
一
度
こ
の
講

座
を
閉
じ
て
、
新
た
な
信
徒
教
育

の
た
め
の
学
び
を
考
え
て
い
こ
う

と
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
講
座

を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
講
師
の

先
生
方
、
受
講
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
会
場
を
お
貸
し
い
た
だ
い

た
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
せ
ん
ま
つ　
き
よ
み
・
大
阪
教

区
生
涯
学
習
委
員
会
委
員
長
）

ジ
ュ
メ
に
も
資
料
や
写
真
を
取
り

入
れ
て
、
新
約
聖
書
が
書
か
れ
た

初
代
教
会
時
代
の
社
会
や
人
々
の

考
え
、
行
動
ま
で
彷
彿
と
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。
ま
た
先
生
の
人
柄

の
に
じ
み
で
た
誠
実
な
授
業
に
も

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
い
た
だ
い

た
レ
ジ
ュ
メ
は
、
こ
れ
か
ら
福
音

書
を
読
む
と
き
の
手
引
き
と
な
り

望
ん
で
い
る
人
は
少
数
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も

こ
の
企
画
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
、

ご
担
当
の
ご
苦
労
、
講
師
の
ご
努

力
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
学
び
は
決
し
て
学
ぶ
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
出
発

点
で
あ
り
、
教
会
の
様
々
な
働
き

の
た
め
に
奉
仕
し
、
更
に
は
献
身

を
望
む
人
が
増
し
加
わ
る
こ
と
を

切
望
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
こ

の
学
び
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
さ
の　
し
げ
お
・
大
阪
聖
ア
ン

デ
レ
教
会
信
徒
）

 

「
教
会
奉
仕
者
の
た
め
の
学
び
」

ア
ブ
ラ
ハ
ム
　佐
野
重
雄

２０１６年度

に
参
加
し
て

主催：在日韓国・朝鮮人宣教協働委員会

日程：2017年 6月18日（日）午後３時～
場所：大阪城南キリスト教会

543-0026 大阪市天王寺区東上町 8-30
Tel・Fax: 072-953-5444
JR、近鉄、地下鉄「鶴橋駅」下車徒歩８分

会費：1,000 円（第２部の食事代）

第１部　学習会
日本と韓国の聖公会の歴史を学ぶ
講師：井田　泉 司祭（奈良基督教会牧師）

第２部　食事会
韓国料理の食事会
講師の井田先生を交えて質疑や歓談しながら食事会

2017 年度 大阪教区
在日学習会シリーズ

講
座
修
了
者
と
と
も
に

「
教
会
奉
仕
者
の
た
め
の
学
び 

」

ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
出
張
講
座 

終
了
の
ご
案
内

司
祭
　ジ
ョ
イ
　千
松
清
美
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２
０
１
７
年
度
ウ
イ
リ
ア
ム
ス

神
学
館
入
学
式
は
、
４
月
５
日

（
水
）
午
前
11
時
か
ら
京
都
教
区

主
教
座
聖
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
入
学
生
は
沖
縄
教

区
よ
り
ウ
リ
エ
ル
仲
宗
根
遼
祐
兄

（
24
歳
）
と
大
阪
教
区
か
ら
エ
レ

ミ
ヤ
山
本
直
樹
兄
（
52
歳
・
西
宮

聖
ペ
テ
ロ
教
会
信
徒
）
の
お
二
人

で
す
。

礼
拝
の
司
式
は
同
館
理
事
長
ス

テ
パ
ノ
高
地
敬
主
教
、
説
教
は
同

館
館
長
ヨ
ハ
ネ
吉
田
雅
人
司
祭
で

し
た
。
説
教
の
中
で
、「
近
年
の

神
学
生
を
目
指
す
人
た
ち
の
志
が

少
し
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
る
が
、

そ
れ
は
時
代
の
流
れ
で
あ
り
、
要

請
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
日
の
福
音
書
日
課
（
ヨ
ハ
ネ

11
：
17
～
44
）
は
、
マ
リ
ア
と
マ

ル
タ
、
そ
の
兄
弟
ラ
ザ
ロ
の
物
語

で
す
。
兄
弟
ラ
ザ
ロ
の
死
を
通
し

て
、
イ
エ
ス
と
姉
妹
と
の
関
わ
り

が
語
ら
れ
ま
す
。
姉
妹
と
会
わ
れ

た
時
は
ラ
ザ
ロ
が
死
ん
で
４
日
も

経
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
リ
ア
と
マ

ル
タ
は
共
に
イ
エ
ス
に
対
し
『
主

よ
、
も
し
こ
こ
に
い
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
ら
、
わ
た

し
の
兄
弟
は
死
な

な
か
っ
た
で
し
ょ

う
に
』
と
言
い
ま

し
た
。
彼
女
た
ち

が
嘆
き
、
悲
し

み
、
泣
い
て
い
る

の
を
ご
覧
に
な
る

と
、
イ
エ
ス
は
心

に
怒
り
を
覚
え
ら

れ
た
、
そ
れ
も
２

回
も
、
と
あ
り
ま
す
。
聖
職
を
志

す
人
は
、
常
に
泣
く
者
に
寄
り
添

い
、仕
え
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
館
長
よ
り
聖
書
を
受

け
た
後
、
入
学
者
名
簿
に
署
名
さ

れ
ま
し
た
。

終
了
後
、
教
区
セ
ン
タ
ー
で
、

同
館
の
厨
房
を
担
っ
て
お
ら
れ
る

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
豪
華
な
、
心
の

「
守
口
ぶ
ど
う
の
い
え
」が

司
祭
　ヤ
コ
ブ
　松
平
　功

贈
呈
先
に
選
出
さ
れ
る

毎
日
新
聞
大
阪
社
会
事
業
団
の

主
催
す
る
「
生
き
る
小
児
が
ん
征

圧
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
寄
せ
ら
れ

た
「
小
児
が
ん
征
圧
募
金
」
の
贈

呈
先
の
ひ
と
つ
に
、「
守
口
ぶ
ど

う
の
い
え
」
が
選
ば
れ
、
去
る
３

月
６
日
、「
守
口
ぶ
ど
う
の
い
え
」

を
含
む
９
団
体
に
各
40
万
円
、
総

額
360
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
９

団
体
は
「
守
口
ぶ
ど
う
の
い
え
」

の
他
、「
に
こ
に
こ
ト
マ
ト
（
京

都
市
）」、「
京
都
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ

ウ
ス
（
京
都
市
）」、「
日
本
ク
リ

ニ
ク
ラ
ウ
ン
協
会
（
大
阪
市
）」、

「TSU
RU

M
I

こ
ど
も
ホ
ス
ピ

こ
も
っ
た
手
料
理
を
い
た
だ
き
な

が
ら
新
入
学
生
を
囲
ん
で
、
和
や

か
な
昼
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
関
係
者
を
含
め
て
40

数
人
（
大
阪
教
区
関
係
は
15
人
。

内
ペ
テ
ロ
教
会
よ
り
７
人
）
で
し

た
。な

お
、
４
月
第
３
主
日
よ
り
、

山
本
直
樹
神
学
生
は
神
戸
聖
ミ
カ

エ
ル
教
会
で
、
仲
宗
根
遼
祐
神
学

ス
（
大
阪
市
）」、「Japan H

air 
D

onation &
 C

harity

（
大
阪

市
）」、「
近
畿
小
児
血
液
・
ガ
ン

研
究
会
（
吹
田
市
）」、「
チ
ャ
イ

ル
ド・ケ
ア・ハ
ウ
ス
（
神
戸
市
）」、

「
あ
い
ち
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す

る
会
（
名
古
屋
市
）」。

贈
呈
式
は
毎
日
新
聞
大
阪
本
社

で
行
わ
れ
、
翌
日
の
朝
刊
で
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
贈
呈
を
い

た
だ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

共
に
喜
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
慈
愛
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。（
郵
便
振

替
０
０
９
７
０
─
７
─
３
１
２
８

３
４
）

（
ま
つ
だ
い
ら　
い
さ
お
・
守
口

復
活
教
会
牧
師
、「
守
口
ぶ
ど

う
の
い
え
」
施
設
長
）

仲
宗
根
兄（
右
）
と
山
本
兄（
左
）

ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館 

入
学
式イ

サ
ク
　伊
藤
良
三

今
年
度
２
人
の
新
入
生
を
迎
え
る

生
は
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
、
本

年
３
回
生
と
な
る
ヒ
ュ
ー
ム 

ユ

ー
ワ
ン
聖
職
候
補
生
は
芦
屋
聖
マ

ル
コ
教
会
で
教
会
実
習
を
さ
れ
ま

す
。
２
人
の
新
入
生
を
迎
え
て
本

年
度
の
在
校
生
は
５
人
と
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

（
い
と
う　
り
ょ
う
ぞ
う
・
芦
屋

聖
マ
ル
コ
教
会
信
徒
、
大
阪
教

区
聖
職
養
成
委
員
）

贈呈を受ける松平司祭（右から２人目）
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２
月
18
日
（
土
）
～
20
日
（
月
）

ま
で
、
第
５
回
Ｕ
26
全
国
集
会
が

大
阪
の
信
太
山
少
年
自
然
の
家
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｕ
26
と
は
、
18
歳
～
26
歳
以
下

の
管
区
の
青
年
会
で
、「
知
る
・ 

つ
な
が
る
・
教
会
の
絆
」 

と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
全
国
の
聖
公
会
の

青
年
達
が
つ
な
が
り
、
よ
り
教
会

生
活
が
楽
し
く
豊
か
な
も
の
に
な

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
の
活
動
が
毎
年
２
月
に
行

わ
れ
る
26
全
国
集
会
で
す
。

今
年
の
集
会
は
「G

IFT

」
と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
神
様
か

ら
の
賜
物
を
考
え
ま
し
た
。
集
会

中
に
、
自
分
自
身
へ
の
神
様
か
ら

の
「G

IFT

」
や
、
参
加
し
た
青

年
同
士
が
お
互
い
の
「G

IFT

」 

を
考
え
た
り
し
て
、
神
様
か
ら

の
「G

IFT

」
を
再
確
認
し
た
り
、 

い
つ
も
会
っ
て
い
る
青
年
達
や
今

回
新
し
く
参
加
し
た
青
年
達
の

「G
IFT

」
を
考
え
た
り
し
て
、

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
神
様

か
ら
の
「G

IFT

」 

に
気
づ
く

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｕ
26
全
国
集
会
も
今
回
で
第

５
回
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身

も
第
３
回
か
ら
参
加
し
て
い
て
、

た
く
さ
ん
の
全
国
の
青
年
と
つ

な
が
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
つ

な
が
り
が
あ
る
か
ら
同
じ
教
区

は
も
ち
ろ
ん
、
他
教
区
の
青
年

と
も
一
緒
に
活
動
が
し
た
い
と

思
い
、 

教
会
生
活
が
楽
し
く
豊

か
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第５回
Ｕ26集会

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
　小
西
宏
平

全
国
か
ら
青
年
が
集
い
、

〝
神
様
の
賜
物
〞に
つ
い
て
考
え
る

こ
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
は
、
Ｕ

26
が
集
会
を
行
い
全
国
の
青
年
同

士
を
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
き

た
か
ら
で
す
。
今
後
も
Ｕ
26
の
活

動
で
多
く
の
青
年
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
多
く
の
出
会

い
や
発
見
が
あ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

（
こ
に
し　
こ
う
へ
い
・
高
槻
聖

マ
リ
ヤ
教
会
信
徒
）

「
Ｕ
26
」
と
い
う
管
区
規
模
の

青
年
活
動
が
き
っ
か
け
で
大
阪
教

区
の
青
年
と
の
繋
が
り
が
で
き
、

今
回
Ｇ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
教
区
に
も
青
年
会
が
あ
り

ま
す
が
、
活
動
拠
点
が
大
体
定
ま

っ
て
い
て
他
の
教
会
に
出
か
け
て

い
く
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｇ
ル
ー
プ
は
ワ
ー
ク
の
依
頼
が
あ

る
教
会
へ
赴
い
て
会
を
開
催
し
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、
参

加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
城
南
キ
リ
ス

ト
教
会
へ
来
る
の
は
初
め
て
と
聞

き
、
い
ろ
い
ろ
な
教
会
に
出
か

け
て
行
く
機
会
が
あ
る
の
は
素

敵
な
こ
と
だ
と
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
Ｇ
ル
ー
プ
の
企
画
が
き

っ
か
け
で
、
そ
の
教
会
が
“
見

た
こ
と
も
な
い
場
所
”か
ら“
知

っ
て
い
る
場
所
”
に
変
わ
る
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ワ
ー
ク
の
依
頼
は
、

薄
く
な
っ
た
駐
車
場
の
ラ
イ
ン

を
ペ
ン
キ
で
描
き
な
お
す
こ
と

で
し
た
。
寒
い
寒
い
と
言
い
な

が
ら
も
、
ど
う
し
た
ら
ま
っ
す

ぐ
に
線
が
引
け
る
か
試
行
錯
誤

「
Ｇ
ル
ー
プ
」
に
は
じ
め
て
参
加
し
て

ド
ル
カ
ス
　
下
条
あ
す
か

し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
作
業
は
進
ん
で
行
き

ま
し
た
。
途
中
、
ハ
ケ
が
ペ
ン
キ

で
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
駐
車

し
て
い
る
車
の
下
に
潜
り
込
ん
で

線
を
引
い
た
り
…
。
ペ
ン
キ
が
足

り
な
く
な
っ
た
り
、
風
で
物
が
飛

ば
さ
れ
か
け
た
り
も
し
ま
し
た
が
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
臨

機
応
変
に
対
応
、
工
夫
し
な
が
ら

協
力
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
ほ
と
ん
ど
初
め
て
の
作

業
で
、
最
初
に
想
像
し
て
い
た
よ

り
は
る
か
に
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

み
ん
な
で
描
き
上
げ
た
線
を
見
た

と
き
心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
の
後
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
。
仲
間

に
な
っ
た
人
た
ち
と
一
緒
に
買
い

出
し
、
共
に
調
理
し
食
卓
を
共
に

し
た
こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

美
味
し
い
焼
き
そ
ば
を
食
べ
な
が

ら
、
東
京
の
青
年
会
で
も
こ
の
よ

う
な
会
を
企
画
で
き
た
ら
と
考
え

ま
し
た
。
Ｇ
ル
ー
プ
が
な
か
っ
た

ら
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
人
た
ち
と
仲
間
に
な
れ
た
こ
と
、

遠
く
に
い
て
も
互
い
を
思
い
、
祈

り
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。
Ｇ
ル
ー
プ
の
今
後
の

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
し
も
じ
ょ
う　
あ
す
か
・
東
京

教
区　
聖
パ
ウ
ロ
教
会
）

大阪城南キリスト教会でワーク
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毎
年
3
月
の
第
１
金
曜
日
は
、

世
界
各
地
で
120
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
世
界
祈
祷
日
が
守
ら
れ
て
い

ま
す
。
世
界
中
の
主
に
あ
る
女
性

達
が
教
派
を
超
え
、
一
つ
の
国
の

課
題
を
覚
え
て
、
心
を
合
わ
せ
て

祈
り
ま
す
。
大
阪
教
区
婦
人
会
が

参
加
す
る
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
婦
人

会
連
合（
８
教
派
、２
団
体
）で
は
、

今
年
は
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
の

当
番
で
、
３
月
３
日
（
金
）
午
後

1
時
半
か
ら
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

セ
ン
タ
ー
で
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　
わ
た
し
は
あ

な
た
に
不
当
な
こ
と
を
し
て
い
る

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
礼
拝
が
持
た

れ
ま
し
た
。
礼
拝
で
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
式
文
編
集
委
員
会
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
式
文
を
用
い
、
日
本

バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
堺
キ
リ
ス
ト
教

会
の
平
良
仁
志
牧
師
が
マ
タ
イ
に

よ
る
福
音
書
20
章
１
～
16
節
「
ぶ

ど
う
園
の
労
働
者
の
た
と
え
」
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
下
さ
い
ま
し
た
。

ぶ
ど
う
園
で
5
時
か
ら
雇
わ
れ
た

人
達
は
こ
の
社
会
で
差
別
さ
れ
置

き
去
り
に
さ
れ
た
人
達
の
こ
と
で

あ
る
。
隣
人
愛
は
長
い
間
、
誰
か

ら
も
雇
わ
れ
な
か
っ
た
人
の
事
や

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
国
の
事
を

知
り
、
目
を
向
け
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
そ
の
意
味
で
こ
う
し
て
年

に
１
度
共
に
集
ま
り
祈
る
こ
と
は

と
て
も
意
義
が
あ
る
、
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
の
参
加

者
は
139
人
（
聖
公
会
32
人
）、

席
上
献
金
は
１
４
３
，
６
５

０
円
で
し
た
。

（
い
で　

の
ぶ
こ
・
西
宮
聖

ペ
テ
ロ
教
会
信
徒
）

○
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
聖
公

会
の
難
民
支
援
グ
ル
ー

プ
が
新
事
業
展
開

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
聖
公

会
の
難
民
支
援
グ
ル
ー

プ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

共
和
国
お
よ
び
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
で
避
難
施
設

を
求
め
て
い
る
人
々
や
亡
命
者
に

対
し
て
、
新
資
料
を
基
に
し
た
事

業
を
開
始
し
た
。
彼
ら
が
作
成
し

た
14
ペ
ー
ジ
の
資
料
に
は
、
近
年

ど
の
よ
う
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
聖
公

会
が
、
避
難
施
設
を
求
め
て
い
る

人
々
や
亡
命
者
を
支
援
し
て
き
た

か
な
ど
の
要
約
が
さ
れ
て
お
り
、

世界の窓世界の窓

ま
た
そ
の
資
料
を
通
し
て
教
会
の

メ
ン
バ
ー
が
、
こ
の
特
別
な
領
域

で
の
宣
教
や
奉
仕
に
、
今
以
上
に

関
与
し
て
い
け
る
機
会
が
あ
る
と

強
調
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
共
和
国
の
支
援
グ
ル
ー
プ
議

長
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ロ
ー
ク
司
祭

は
「
こ
の
資
料
は
難
民
危
機
の
情

報
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
お

よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
両
政
府

と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
聖
公
会
の
対
応

を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
す
べ

て
の
人
々
に
と
っ
て
の
朗
報
で
あ

る
。
多
く
の
統
計
や
事
実
上
の
出

来
事
が
情
報
収
集
さ
れ
て
、
こ
の

文
書
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
支
援
グ
ル
ー
プ

議
長
で
あ
る
ケ
ン
・
グ
ッ
ド
司
祭

は
「
避
難
民
や
亡
命
希
望
者
の
窮

状
に
つ
い
て
の
国
民
意
識
は
、
メ

デ
ィ
ア
報
道
の
あ
り
方
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
一
方
、
こ
の
資
料
は
窮
地
に

陥
っ
た
人
々
の
恐
れ
や
懸
念
を
認

識
さ
せ
、
そ
の
人
々
に
必
要
と
さ

れ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
有
益
な
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア

報
道
に
動
か
さ
れ
ず
、
事
実
を
知

る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」

と
述
べ
、
作
成
さ
れ
た
資
料
の
記

事
を
読
む
よ
う
に
奨
励
し
て
い
る
。

（A
nglican C

om
m

union 
N

ew
s Service, M

arch 15th, 
2017

）

○
ブ
ル
ン
ジ
聖
公
会
前
総
裁
主
教

を
ロ
ー
マ
・
ア
ン
グ
リ
カ
ン
セ
ン

タ
ー
新
局
長
に
指
名

６
月
に
退
職
す
る
デ
ー
ビ
ッ

ド
・
モ
ク
ソ
ン
大
主
教
の
後
任
と

し
て
、
ブ
ル
ン
ジ
聖
公
会
前
総
裁

主
教
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ン
タ
ホ
ト

ゥ
リ
師
父
が
ロ
ー
マ
の
カ
ン
タ
ベ

リ
ー
大
主
教
座
の
代
表
お
よ
び
ロ

ー
マ
・
ア
ン
グ
リ
カ
ン
セ
ン
タ
ー

新
局
長
に
指
名
さ
れ
た
。
ン
タ
ホ

世界祈祷日礼拝世界祈祷日礼拝

リ
ベ
カ
　井
出
信
子

教
派
を
超
え
て
、

　
今
年
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
た
め
に

（
次
頁
３
段
目
に
つ
づ
く
）

日本聖公会　大阪教区婦人会

5 月 25 日（木）
10 時 30 分～　聖餐式
施洗者ヨハネ 山本　眞 司祭

石橋聖トマス教会

日 時

説 教

会 場

献金先：小名浜聖テモテ幼稚園
遊具購入のため

昇 天 日 礼 拝

昼食後、第93回 教区婦人会総会
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常
置
委
員
会
報
告

２
月
15
日（
第
４
回
定
例
）

Ⅰ
．
主
教
報
告

＊
英
国
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
に
お
い
て

新
任
主
教
研
修
会
参
加
、
２
月
９

日
帰
阪
。

＊
２
月
21
・
23
日
、
成
岡
宏
晃
執

事
、
管
区
共
通
聖
職
試
験
受
験
。

＊
山
本
直
樹
氏
（
西
宮
聖
ペ
テ
ロ

教
会
信
徒
）
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学

館
入
学
。

＊
大
西
修
主
教
、
３
月
末
名
古
屋

へ
転
居
、
柳
城
短
大
チ
ャ
プ
レ
ン
、

嘱
託
と
し
て
主
日
の
教
会
奉
仕
を

さ
れ
る
。

＊
３
月
21
日
～
24
日
、
大
阪
で
日

韓
協
働
合
同
会
議
開
催
。
22
日
聖

ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
で
張
本
榮
牧
師

司
祭
按
手
60
周
年
・
逝
去
50
周
年

記
念
礼
拝
。

＊
４
月
25
日
（
火
）
大
韓
聖
公
会

ソ
ウ
ル
教
区
主
教
按
手
・
就
任
式

（
ソ
ウ
ル
大
聖
堂
）。

＊
「
特
別
協
働
教
区
」
発
足
記
念

　

大
阪
教
区
・
京
都
教
区
合
同

礼
拝
・
調
印
式
５
月
５
日
（
金
・

休
）
開
催
。
式
典
長
・
内
田
望
司

祭
、
副
式
典
長
・
大
岡
左
代
子
司

祭
、
鈴
木
恵
一
執
事
。

＊
５
月
９
（
火
）
～
12
日
（
金
）

台
湾
聖
公
会
訪
問
、
宣
教
協
働
関

係
調
印
式
。

Ⅱ
．
そ
の
他
諸
報
告

＊
九
州
地
震
被
災
者
支
援
と
し
て

行
わ
れ
る
桃
山
学
院
大
学
「
笑
顔

を
支
援
」
に
対
し
、
費
用
の
半
額

を
教
区
「
災
害
緊
急
支
援
資
金
」

よ
り
支
出
。

＊
台
湾
聖
公
会
訪
問
・
交
流
団
に

参
加
す
る
台
湾
交
流
委
員
会
委
員

及
び
教
役
者
に
対
し
て
教
区
よ
り

補
助
す
る
。

＊
今
年
度
の
「
神
学
生
を
囲
む
つ

ど
い
」
は
８
月
27
日
（
日
）
に
西

宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
開
催
予
定
。

Ⅲ
．
協
議
事
項

＊
韓
相
敦
司
祭
と
の
間
で
宣
教
協

力
者
協
定
を
締
結
す
る
。

＊
教
区
礼
拝
は
９
月
24
日
（
日
）、

式
典
長
古
澤
秀
利
司
祭
を
中
心
に

成
岡
宏
晃
執
事
、
奥
村
貴
充
司
祭
、

ト
ゥ
リ
大
主
教
は
、
２
０
０
５
年

か
ら
２
０
１
６
年
ま
で
ブ
ル
ン
ジ

の
総
裁
主
教
と
し
て
着
座
し
、
戦

争
で
引
き
裂
か
れ
て
い
た
ブ
ル
ン

ジ
と
ア
フ
リ
カ
の
グ
レ
ー
ト
レ
ー

ク
地
域
に
関
し
て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
の

仲
裁
と
交
渉
を
推
進
す
る
な
ど
の

努
力
に
よ
り
ブ
ル
ン
ジ
に
平
和
を

も
た
ら
し
た
人
物
で
あ
る
。
ン
タ

ホ
ト
ゥ
リ
大
主
教
は
「
指
名
に
あ

ず
か
っ
た
こ
と
は
、
名
誉
な
こ
と

で
あ
り
大
き
な
喜
び
で
あ
る
。
神

か
ら
召
命
を
受
け
た
人
間
と
し
て

与
え
ら
れ
た
こ
の
働
き
を
、
続
け

て
い
け
る
よ
う
に
と
期
待
す
る
。

ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
聖
公

会
が
共
通
の
証
人
と
し
て
、
平
和

の
構
築
を
協
働
で
き
る
よ
う
強
め

ら
れ
る
よ
う
に
望
ん
で
い
る
」
と

語
っ
て
い
る
。
ン
タ
ホ
ト
ゥ
リ
大

主
教
は
１
９
４
８
年
に
貧
し
い
家

庭
に
生
ま
れ
、
南
ブ
ル
ン
ジ
の
小

さ
な
村
で
育
っ
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
の

神
学
校
を
卒
業
し
１
９
７
３
年
に

按
手
を
受
け
た
後
、
渡
英
し
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

で
神
学
を
学
ん
だ
。
帰
国
後
、
当

時
の
ブ
ル
ン
ジ
大
統
領
首
席
補
佐

官
と
し
て
活
躍
し
、
１
９
９
０
年

代
に
ブ
ル
ン
ジ
聖
公
会
の
管
区
主

（
前
頁
よ
り
つ
づ
く
）

第 23 回 関西 JOCS バザー

日　時　2017年 5月13日（土）午前11時～午後3時
会　場　大阪聖パウロ教会
連絡先　06-6359-7277

使用済みの 切手を持ってバザーに行こう！

大阪教区 手話の会『つたえて』
定例会：毎月第２火曜日 午後６時半～（８月は休み）
場　所：教区館にて
教会手話に興味のある方 一度お越しください

主催：大阪教区 宣教部 社会宣教委員会
問い合わせ：堺聖テモテ教会  TEL 072-261-2015

事
に
着
任
し
て
い
る
。
彼
は
す
で

に
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
キ
ル
ン

デ
ィ
語
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
を
話
せ
る

が
、
イ
タ
リ
ア
語
も
習
得
し
た
い

と
願
っ
て
い
る
と
い
う
。
ン
タ
ホ

ト
ゥ
リ
大
主
教
の
局
長
着
任
は
、

２
０
１
７
年
９
月
の
予
定
で
あ
る
。

 (A
nglican C

om
m

union 

N
ew

s Service, M
arch 20th, 

2017)司
祭　
ヤ
コ
ブ　
松
平　
功

（
ま
つ
だ
い
ら　
い
さ
お
、
守
口

復
活
教
会
牧
師
、
聖
ル
シ
ヤ
教

会
管
理
牧
師
、
プ
ー
ル
学
院
大

学
チ
ャ
プ
レ
ン
、
守
口
ぶ
ど
う

の
い
え
施
設
長
）
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３
月
８
日（
第
５
回
定
例
）

千
松
清
美
司
祭
が
当
た
る
。

＊
大
阪
教
区
宣
教
開
始
の
記
念
年

を
協
議
し
継
続
審
議
と
す
る
。

教
会
・
施
設
の
動
き

Ⅰ
．
主
教
報
告

＊
韓
相
敦
司
祭
の
高
槻
聖
マ
リ
ヤ

教
会
赴
任
に
関
し
て
、
７
月
末
ま

で
磯
晴
久
主
教
が
管
理
。
吉
田
雅

人
司
祭
、
岩
城
聰
司
祭
、
松
山
龍

二
司
祭
、
大
岡
左
代
子
司
祭
の
協

力
を
願
う
。

＊
神
戸
教
区
主
教
選
挙
は
該
当
者

を
得
ら
れ
ず
、
日
本
聖
公
会
（
臨

時
）
総
会
（
６
月
17
日
㈯
予
定
）

で
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

＊
４
月
１
日
付
で
磯
晴
久
主
教
が

神
戸
教
区
の
管
理
主
教
に
就
任

（
神
戸
主
教
按
手
式
ま
で
）。

Ⅱ
．
協
議
事
項

＊
大
阪
教
区
司
祭
・
執
事
按
手
式

を
５
月
３
日
（
水
・
休
）
主
教
座

聖
堂
で
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
お

く
。

＊
大
阪
教
区
神
学
生
後
援
会
の
募

金
目
標
額
が
減
少
し
て
お
り
、
積

み
上
げ
の
お
願
い
を
要
す
る
。

＊
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会
か
ら
追
加

推
薦
さ
れ
た
信
徒
奉
事
者
（
ダ
ビ

守
口
復
活
教
会

○
守
口
復
活
教
会
は
本
年
、
創
立

65
周
年
を
迎
え
、
先
の
（
臨
時
）

教
区
会
に
て
ご
承
認
い
た
だ
い
た

通
り
、こ
の
記
念
日
を
契
機
に「
守

口
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会
」
へ

と
名
称
変
更
い
た
し
ま
す
。
そ
の

お
祝
い
と
い
た
し
ま
し
て
記
念
式

典
を
左
記
の
通
り
に
行
い
ま
す
。

日
時　

 

２
０
１
７
年
5
月
7
日

（
日
）
午
前
10
時
30
分

司
式
・
説
教　
主
教　
ア
ン
デ
レ

　
磯　
晴
久
師
父

大
阪
聖
愛
教
会

○
大
阪
聖
愛
教
会
は
今
年
創
立
70

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
来
る
5

月
14
日
（
日
）
に
、
創
立
70
周
年

記
念
礼
拝
を
行
い
ま
す
。
大
阪
聖

愛
教
会
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
憶

え
て
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

大
阪
教
区
連
合
男
子
会

○
連
合
男
子
会
の
チ
ャ
プ
レ
ン
が

岩
城　
聰
司
祭
か
ら
原
田
光
雄
司

祭
に
か
わ
り
ま
し
た
。

デ
淵
上
融
、
リ
ベ
カ
井
出
信
子
）

に
つ
い
て
適
当
と
認
め
主
教
に
推

挙
。

働き人
募集

ご応募・お問い合わせは
TEL : 06-6771-4123 ／ E-mail  jfhide@gmail.com

担当・古澤まで

このたび社会宣教委員会では、委員・協力委員・
お手伝いくださる方を募集します。

16 歳以上であれば年齢、性別を問いません。私
たちの社会が抱えている課題や問題に関心をお持ち
の方はぜひご連絡ください。

また、皆さんの教会で関心を持っておられる方をお
知らせください。どうぞよろしくお願いいたします。

今回は、印象的な広告をと思い、求人広告の体
裁にしました。

今年は…
　釜ヶ崎のフィールドワーク・講演会を
　行います。お手伝いして頂ける方募集。

年齢：16 歳～120 歳　　報酬：キリストの愛
雇用：正委員 or 協力委員 or 
　　　今年のプログラムのみのお手伝い【選択可】

社会の課題・問題に関心のある方
大 募 集 ! !  

社　会
宣　教
委員会

初陪餐 おめでとう

聖贖主教会
デボラ　市原やちる（1月1日）
ヨシュア　市原蔵之介（1月1日）

西宮聖ペテロ教会
ペテロ　当舎　岳流（1月8日）
ペテロ　当舎那津希（1月8日）
ルカ　大宮　幸慈（2月5日）
ペテロ　北野　脩（2月5日）

川口基督教会
セシリア　田中　幸子（1月22日）
ジューリアン　伊東　和花（2月19日）

聖ルシヤ教会
モーセ　門田　一郎（3月12日）

石橋聖トマス教会
ミリヤム　上坂　果音（4月2日）
ハンナ　上坂　在愛（4月2日）
マリア　木村　希泉（4月2日）
フランシスコ　木村　信（4月2日）
ポウラ　山﨑　怜（4月2日）
ヤコブ　原田　修哉（4月2日）
ハンナ　長野　怜子（4月2日）
ヨハネ　長野耕太郎（4月2日）

　祈祷書の一部改正に伴い、本年１月１日より堅
信前の陪餐が可能となりました。
　以下は４月９日現在で届け出を行い、初陪餐に
与った方々です。

　　いちはら

　　　　いちはらくら の すけ

　　とうしゃ　　た け る

　　とうしゃ な　つ　き

おおみや　　よしちか

　　きた の　　おさむ

　　　　 た なか　　ゆき こ

　　　　　　　　 い とう　　 わ　か

　　もんでん　　いちろう

　　　　うえさか　　か の ん

　　うえさか　　あ り あ

　　 き むら　　 き　み

　　　　　　　　 き むら　 まこと

　　やまさき　　れい

　　はら だ　　しゅうや

　　なが の　　 れい こ

　　なが の こう た ろう
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お
詫
び
と
訂
正

＊ 教役者逝去記念聖餐式は、毎月第２水曜日午前 10 時 30
分から、川口基督教会で行われます。ご関係の有無にか
かわらず、どうぞ自由にご参加ください。

教区関係教役者

逝去者記念聖餐式

◇ 5月10日（水）午前 10時 30分
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　ヨシュア　原田　光雄司祭

司　祭　米
よね

村
むら

　健
けん

治
じ

（1979.5.15）
伝道師　小

お
幡
ばた

　久
く

能
の

（1961.5.24）
司　祭　アーネスト・ゴードン・ハッチンソン（1973.5.29 英）
宣教師　メーベル ･C･ バックス（1984.5.30 英）

◇ 6月14日（水）午前 10時 30分
於：主教座聖堂（川口基督教会）
説教者　ヨハネ　奥　康功司祭

司　祭　ロバート・マルコム・ミルマン（1945.6.3 加）
司　祭　オーガスチン　芦

あし
澤
ざわ

　光
てる

雄
お

（2002.6.4）
司　祭　チャールズ・フレデリック・ワレン（1899.6.8 英）
司　祭　ウイリアム・ペンジェリー・バンコンブ（1942.6.10 英）
司　祭　ジョージ・テンプシー（1960.6.11 英）
司　祭　ダニエル　植

うえ
村
むら

　信
のぶ

久
ひさ

（1980.6.13）
司　祭　ステパノ　橋

はし
本
もと

　節
せつ

（1996.6.15）
司　祭　アーウィン・ヘンリー・コレル（1926.6.16 米）
伝道師　マルタ　樫

かし
内
うち

　晰
あき

子
こ

（1946.6.18）
司　祭　ベニヤミン　東

あずま
　信

のぶ
行
ゆき

（1943.6.19）
司　祭　牧

まき
岡
おか

　鉄
てつ

弥
や

（1919.6.20）
司　祭　ルイス・パーキンソン・ヒル（1943.6.22 英）
宣教師　エディス・メアリ−・バーナウ（1944.6.29 英）
主　教　横

よこ
田
た

　道
みち

信
のぶ

（1946.6.29）
宣教師　アリス・マリアン・コックス（1949.6.29 英）
司　祭　ヨハネ　荒

あら
木
き

　久
ひさ

雄
お

（1988.6.30）
司　祭　パウロ　水

みず
谷
たに

　博
ひろ

彦
ひこ

（2008.6.30）

教
区
報
第
453
号
の
掲
載
記
事
に

以
下
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

＊
11
ペ
ー
ジ
：
常
置
委
員
会
報
告

（
５
段
目
６
行
目
）

ソ
ウ
ル
教
区
主
教
按
手
式
が

（
誤
）
４
月
29
日
（
土
）

（
正
）
４
月
25
日
（
火
）

に
行
わ
れ
る
予
定
。

＊
付
録
2
ペ
ー
ジ
：

宣
教
部
②
礼
拝
・
音
楽
委
員
会

辻
彩
乃
（
川
口
）
さ
ん
を

（
誤
）
協
力
委
員

（
正
）
委
員
に
加
え
る
。

○
東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　
ル
カ 

坂さ
か
口ぐ
ち　
治は
る
男お

（
１
月
３
日
・
88
歳
）

緒お

方が
た
美み

代よ

子こ

（
3
月
13
日
・
96
歳
）

○
川
口
基
督
教
会

　
ヨ
ハ
ネ 

道み
ち
野の　
嘉よ
し
偕と
も

（
2
月
15
日
・
87
歳
）

○
高
槻
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア

 

八や

木ぎ

佐さ

伎き

子こ

（
2
月
23
日
・
84
歳
）

　
ハ
ン
ナ 

佐さ

藤と
う　
房ふ
さ
子こ

（
3
月
13
日
・
103
歳
）

○
大
阪
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　
ヨ
ハ
ネ 

廣ひ
ろ
政ま
さ　
　
博
ひ
ろ
し

（
3
月
3
日
・
94
歳
）

○
石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会

　
マ
リ
ア 

一い
ち
ノ
字じ

フ
ミ

（
3
月
27
日
・
93
歳
）

○
大
阪
城
南
キ
リ
ス
ト
教
会

　
ク
ラ
ラ 

大お
お
田た

黒ぐ
ろ
千ち

穂ほ

子こ

（
４
月
９
日
・
90
歳
）

○
東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　
マ
リ
ア 

木き

山や
ま　
英え
い
子こ

（
２
０
１
６
年
12
月
25
日
）

○
聖
ル
シ
ヤ
教
会

　
モ
ー
セ 

門も
ん

田で
ん　
一い
ち
郎ろ
う

（
3
月
12
日
）

○
川
口
基
督
教
会

　
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト 

赤あ
か
山や
ま　
　
仁じ
ん

　
ク
ラ
ラ 

塩し
お
田た　
琴こ
と
葉は

（
3
月
19
日
）

○
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　
ジ
ョ
シ
ュ
ア

高
野
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
隆り

ゅ
うノ
助す
け

（
２
月
26
日
）

　
ダ
ビ
デ 

倉く
ら
戸と　
テ
ル

　
ア
ン
ナ 

倉く
ら
戸と　
文ふ
み
江え

　
ペ
テ
ロ 

倉く
ら
戸と　
笙し
ょ
う
た太

（
4
月
9
日
）

魂
の
平
安
を

祈
り
ま
す

○
川
口
基
督
教
会

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ 

塩し
お
田た

季き

代よ

乃の

　
セ
シ
リ
ア 

田た

中な
か　
幸ゆ
き
子こ

　
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト　
赤あ
か
山や
ま　
　
仁じ
ん

（
3
月
19
日
）

○
東
豊
中
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　
マ
リ
ア 

木き

山や
ま　
英え
い
子こ

（
4
月
2
日
）

○
西
宮
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　
ダ
ビ
デ 

倉く
ら
戸と

テ
ル

　
ア
ン
ナ 

倉く
ら
戸と

文ふ
み
江え

（
4
月
9
日
）


